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～救急医療の最前線を担う～

新型救急車を導入しました
～救急医療の最前線を担う～

新型救急車を導入しました
　
加
東
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
た

び
救
急
車
１
台
を
更
新
し
ま
し
た
。 

　
新
し
い
救
急
車
は
、
従
来
の
型
に

比
べ
て
室
内
空
間
も
広
く
、
最
新
の

器
材
を
備
え
て
い
る
た
め
、
よ
り
円

滑
な
救
急
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

　
今
回
は
こ
の
新
型
救
急
車
、
救
急

隊
員
の
業
務
、
加
東
市
の
救
急
体
制

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
今
回
導
入
さ
れ
た
新
し
い
救
急
車

は
、
市
販
の
ワ
ゴ
ン
車
を
ベ
ー
ス
に
、

１０
人
乗
り
の
車
両
を
７
人
乗
り
に
改

造
す
る
こ
と
で
室
内
空
間
を
確
保
し

た
り
、
車
体
安
定
性
向
上
の
た
め
に

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
最
適
化
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
車
内
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、

人
工
呼
吸
器
、
電
動
式
吸
引
器
、
輸

液
ポ
ン
プ
、
患
者
監
視
モ
ニ
タ
ー
な

ど
の
医
療
機
器
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

病
院
へ
の
搬
送
中
に
も
救
急
隊
員
に

よ
っ
て
的
確
な
応
急
処
置
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。
 

　
新
型
救
急
車
の
大
き
な
特
徴
は
、

室
内
空
間
の
広
さ
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
救
急
隊
員
が
中
腰
で
作
業

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
新
型
で
は
十
分
な
室
内
の
高

さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
立
っ

た
ま
ま
で
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
横
の
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
な
り
、
複

数
の
救
急
隊
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
治
療

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

正
確
で
効
率
的
な
救
命
処
置
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

  　
救
急
隊
員
は
、
急
病
、
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
現
場
へ
駆
け
つ

け
、
現
場
や
救
急
車
内
に
お
い
て
医

師
の
指
示
の
も
と
、
患
者
に
適
切
な

医
療
処
置
を
行
い
な
が
ら
医
療
機
関

に
搬
送
し
ま
す
。
 

　
一
般
の
救
急
隊
員
は
血
圧
の
測
定
、

心
音
・
呼
吸
音
の
聴
取
、
心
電
計
の

使
用
に
よ
る
心
拍
動
の
観
察
な
ど
の

処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
救
急

隊
員
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、
気
管
挿
管

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
よ
る
気
道
確
保
、

静
脈
路
確
保
に
よ
る
点
滴
、
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
投
与
な
ど
、
よ
り
高
度
な
医

療
行
為
が
可
能
で
、
ま
さ
し
く
救
急

救
命
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
 

  　
左
上
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、

近
年
、
病
院
へ
の
搬
送
者
数
は
増
加

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中

に
は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症

者
や
、
救
急
搬
送
を
必
要
と
し
な
い

よ
う
な
患
者
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
 

　
加
東
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
２０

年
中
に
１
３
７
５
人
を
救
急
車
で
病

院
に
搬
送
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
が
７

１
９
人
（
５２
・
３
％
）
と
、
全
体
の

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
救
急
車
が
適
正
な
目
的
以
外
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
当
に
救

急
車
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
救
命
活

動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
緊
急
通
報
す
る
時
に
は
、

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
状
況
な
の

か
ど
う
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
 

　
救
急
車
は
大
切
な
生
命
を
守
る
私

た
ち
の
共
有
財
産
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正
し
い
利
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

 

  　
加
東
市
消
防
本
部
に
は
３
台
の
救

急
車
（
消
防
本
部
２
台
、
東
条
分
署

１
台
）
と
４８
人
の
救
急
隊
員
（
う
ち

救
急
救
命
士
１８
人
）
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
生
命
を

守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
出

動
に
備
え
て
い
ま
す
。
緊
急
通
報
を

受
け
て
か
ら
現
場
ま
で
、
平
均
す
る

と
約
７
分
で
到
着
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
通
常
の
救
急
業
務
の

他
に
も
、
市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業

所
向
け
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
習
会

を
通
じ
て
救
急
救
命
技
術
の
普
及
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

と
病
院
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、

看
護
士
の
救
急
車
同
乗
講
習
を
実
施

す
る
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
進

め
て
い
ま
す
。
 

新
型
救
急
車
の
ご
紹
介 

救
急
車
の
利
用
に
あ
た
っ
て 

加
東
市
の
救
急
救
命
体
制 

救
急
隊
員
の
業
務 

いざという時のために日頃の 
訓練は欠かせません。 

特集：新型救急車を導入しました 

救急救命士が活躍する 

救急車の車内 

① 
② ③ 

④ 
⑤ 

普段なかなか目にする機会のない救急車の車内。
今回は患者室の装備とその機能についてご紹介
します。 

①患者監視モニター 
心電図・血圧・血中酸素飽和度・呼気中の
ＣＯ２濃度などが測定できます。 

②吸引器 
口腔内および鼻腔内の嘔吐物、分泌物を吸
引します。設定吸引圧になると自動停止す
る機能を備えています。 

③AED
心臓がけいれんしているときに電気ショッ
クを与える機器です。 
④人工呼吸器 
呼吸停止時に使用する携帯型人工呼吸器です。 

⑤ストレッチャー 
ここに患者を乗せて搬送します。高さや背
もたれの角度を変えることができます。 

病院への搬送者数の推移 
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本当に救急車が必要ですか？ 

救急車の適正利用にご協力を 

【誤った救急車の使用例】 
○風邪、歯痛、検査など緊急 
　を要しない場合の利用 
○自家用車やタクシーなどの 
　代わりとしての利用　など 

【救急車の要請が必要な例】 
○呼びかけても反応が無い、または意識がない 
○苦しそうな息をしている、または息をしていない 
○激しい頭痛、胸痛、腹痛 
○交通事故などによる緊急を要するケガ　など 

※判断に迷う場合は、救急車を要請する 
　ようにしてください。 

　問い合わせ　加東市消防本部　142-0119
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